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赤坂一丁目地区市街地再開発組合 

 

赤坂一丁目地区第一種市街地再開発事業 

市街地再開発組合 設立認可公告のお知らせ 

 

平成 23 年 9 月に都市計画決定がなされておりました、「赤坂一丁目地区第一種市街地再

開発事業」は、本日、東京都知事より市街地再開発組合設立の認可を受けました。これに

より、当事業は実現に向けて本格的に始動いたします。 

 本再開発事業の対象地区は、東京都港区赤坂一丁目 5番（一部）、6番、8番、9番（一

部）の約 2.5ha（敷地面積約 16,088 ㎡）で、東京地下鉄銀座線・南北線の「溜池山王」駅

に近接し、各国大使館やホテルが立地するなど、国際性豊かな地域です。また、本地区は、

国際戦略総合特別区域の「アジアヘッドクォーター特区」や、特定都市再生緊急整備地域

の「東京都心・臨海地域（環状二号線新橋周辺・赤坂・六本木）」内に位置しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本再開発事業では、「溜池山王」駅と円滑に連携した新たな駅前拠点ゾーンとして、土

地の集約化や地下鉄連絡通路の新設、細街路の整備により、快適な歩行者ネットワークを

形成するとともに、充実した緑化を図り防災性の高い街づくりを進め、業務・商業・居住

等の機能が融合した魅力ある複合市街地を形成することを目標としております。 

なお、本再開発事業では、事務局並びに参加組合員として、地権者の一員である興和不

動産株式会社が参画しております。 

 今後は、平成 25 年度の権利変換計画の認可、工事着手、平成 28 年度の竣工を目標に事

業を推進して参ります。 

全体の外観イメージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画名称 赤坂一丁目地区第一種市街地再開発事業 

施行者 赤坂一丁目地区市街地再開発組合 

施行区域面積 約 2.5ha 

敷地面積 約 16,088 ㎡ 

建築面積 約 7,700 ㎡ 

延床面積 約 171,550 ㎡ 

計画容積率 約 900％ 

主要用途 事務所、住宅、店舗 

建築物の高さ 約 202ｍ 

建物規模 地上 35 階、地下 3階（住戸数：約 47 戸） 

当事業における公共施設の整備等 

・虎ノ門方面への歩行者ネットワークの強化と、溜池山王駅前ゾーンの拠点性の向上を図るため、溜

池山王駅と本地区を結ぶ「地下鉄連絡通路」及び「地下鉄連絡広場」を整備します。 

・六本木通りと桜田通りを結ぶ、赤坂･虎ノ門地区の東西の主要な道路ネットワークの軸となる「地

区幹線道路（南側区道）」を幅員 12ｍ（既存幅員約 11m）に、また「区画道路（北側区道）」を幅員

10ｍ（既存幅員約 4m）に拡幅し、歩道を含め整備します。 

・また、「地区幹線道路（南側区道）」に沿って約 10m 幅員の「歩道状空地」を整備し、多重列植によ

る緑道空間を創出します。 

事業概要 

 赤坂一丁目地区市街地再開発組合 

   【事務局】 興和不動産株式会社    担当:竹内・高島・横山（03-3589-0462） 

［本件に関するお問合せ先］ 

配置計画図 

これまでの経緯 

平成 20 年 3 月    赤坂一丁目地区市街地再開発準備組合設立 

平成 23 年 9 月 12 日 都市計画決定告示 

平成 24 年 8 月  8 日 赤坂一丁目地区市街地再開発組合設立 

位置図 

地下鉄連絡通路 

↑至 溜池山王駅 

歩道状空地 地区幹線道路 

区画道路 

地下鉄連絡広場 

高層棟 

 
←既存地下道 

赤坂一丁目地区 

東京メトロ 

銀座線 

東京メトロ 

南北線 

溜池山王駅 

赤坂インターシティ 

アメリカ大使館 

虎の門病院 

外堀通り 

六本木通り 

環状２号線 



参考）当事業の環境・防災に対する取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既存の地域冷暖房システム（DHC）とコジェネレーショ

ンシステム（CGS）を連携し、高効率なエネルギー利用

を促進します（※DHC:赤坂・六本木アークヒルズ地区）。

また、高効率 CGS や太陽光発電設備の導入による電力

供給も推進します。 

 

多様な緑化空間の創出と最先端技術の導入により環境と共生する施設を目指します 

＜エネルギーの面的利用による省エネルギー化＞ 

 

安全性の高い建物構造と十分な防災対策により安心・安全なまちづくりに寄与します 

＜建物の安全性を支える構造形式＞ 

○建物特性に応じた各種制振装置の設置による高い耐震性能の確保 

○硬い地盤に設置する直接基礎による安定感のある構造形式 

○集中豪雨時に各機能を守る防潮・浸水対策 

 

 

＜安心できる都市生活のための建物構造＞ 

・強固な地下地盤を基礎とし、大地震時を想定した

構造設計を行い、超高層建築物特有の揺れに強い

鉄骨造の建物に適切な制振装置を設けることで、

安心、安全な都市生活をサポートします。 

 

＜災害時に対応する十分な防災対策＞ 

・コンファレンス施設や建物低層部の一部を、災害

時の帰宅困難者の一時避難スペースとして開放し

ます。 

・企業の BCP に寄与し、居住者の生活が継続できる

よう、災害発生後ライフライン復旧までの期間を

最長 7 日間と想定し、中圧ガス・オイル併用の非

常用電源や飲料水・非常食・毛布など防災備蓄倉

庫を用意します。 

 

■各種制振装置の例 

■非常用発電機イメージ ■防災備蓄倉庫のイメージ 

■地域冷暖房システムの区域 

 ・年間熱負荷係数削減率（PAL 値） 25%以上 

 ・エネルギー削減率（ERR） 35%以上 

 ・建築物総合環境性能評価（CASBEE） S ランク 

 

＜高い環境性能目標の設定＞ 

 

・地形を活かした起伏のある空地に、季節を感じられる

植物を中心とした植栽計画を行うことで、敷地内の緑

化率 50%超を実現し、憩いのクールスポットを創出しま

す。 

＜都心のクールスポットの創出＞ 

 

■緑豊かな憩いのクールスポット 


